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年度の取組実績を次のとおり報告します。

No

ふじさわＳＤＧｓ共創パートナー取組実績報告書

報告日 2023年5月16日

3

フードロスの削減

▶適切な発注計画

お客さまにとってほしい商品があるようにするとともに、過度な廃棄を未然に防ぐ

ため、セミオート発注システムのAIを活用したローソン発注システムを駆使し無駄

な発注を未然に防ぐよう従業員の教育を実施。

AIを活用した発注及び従業員への教育等

継続して実施予定。

具体的な取組内容

2022

企業・団体名 株式会社　文教

2023年度の取組予定

1

健康に留意した原材料選定、健康推進商品の採用

バランスの良い食生活をコンビニの立場からサポートするため、「好きなものを食

べながら健康でいよう」をテーマに「より美味しいもの」を目指しています。以前

はカテゴリーごとに異なっていましたが、健康関連商品のパッケージに、たんぱく

質量・食物繊維量・糖質量などをパッケージ表面に記載し販売しています。また、

アレルギー表示や成分表示等が明確な商品の取扱い推進からご利用者様の安全と情

報開示を推進。

継続し、アレルギー表示や成分表示等の

ご利用者様の安全と情報開示を推進しま

す。

2

トレーザビリティの明確化と環境コスト低減の取り組み

▶安心安全商品の推進

トレーザビリティが確保されている商品を中心にラインナップ。店舗から食の安全

を確保しています。

▶ゴミの抑制貢献

ローソンと共に地球環境に配慮した資材を利用したパッケージ商品の推進。また、

売れ残り食品を食品リサイクル工場へ運搬し、資料製品に加工・出荷等、食品ロス

を減らす取り組みをしています。

継続して地球環境に配慮した資材を利用

したパッケージ商品等推進予定。


